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論文の内容の要旨

　1960年代後半，Borsukによって，病的な空問に対しても有効なHo狐otopy論とも言えるShape理論が提唱され

た。局所的にHi1bert　cube　Qと同相な可分距離空間をHi1bert　cube多様体（Q一多様体）と呼ぶが，1972年に

Chap狐anはこのQ一多様体の理論をShape理論に応用し，補集合定理と呼ばれる美しい定理を証明した。一方，

1980年代のBestvinaによる研究以来，〃次元Me㎎er空聞μnは，有限次元にもかかわらず，無限次元であるQと

非常に良く似た性質を持っていることが明らかになり，局所的にμnと同相な可分距離空聞である〃次元Me㎎er

多様体（μn一多様体）の研究が行われてきた。1987年にChigogidzeが〃一shapeの概念を導入し，μn＋王■多様体

の理論を応用して，Chap狐anの補集合定理の有限次元版であるκ十1次元Me㎎er空問における補集合定理を証明

したのが，〃一Shape理論の始まりである。

　この論文は，Me㎎er多様体の理論を用いた〃一Shape理論の研究であり，本人の5編の論文をまとめ上げたもの

である。この研究においては，ho㎜otopyという概念が重要な役割を果たす。空間Xから空間γへの2つの写像が

与えられたとき，任意の〃次元空間からXへの任意の写像との合成が，普通の意味でhomotopicになるならば，

それらは互いにτ｛一ho皿otopicであると定義されるが，〃次元空間からXへの写像が与えられて初めてho㎜otopy

が与えられるので，普通のho㎜otopyの概念より扱うのが難しくなる。

　1章では，この什ho㎜otopyに関する拡張定理がより適応しやすい形に改良された。

　2章では，Me㎎e・多様体の基本定理が対の形に拡張されている。

　3章においては，Chigogidzeが扱わなかったカテゴリー同型に関するChap㎜anの結果が，％一shapeの対の形に

読み替えられ，さらに，補集合定理が対の形に拡張されている。Cenu1arityの研究において，〃o。やびγnとい

う重要な概念があるが，これらはユ点と同じshapeやかShapeを持つという性質と同値であることが知られてい

る。コンパクトでない局所コンパクト空間の場合には，それぞれ，∫w。。や∫〃nという概念に拡張されている。

1974年に，Ba11とSherは，局所コンパクト空間に対して有効なproper　shapeの概念を導入したが，後に，Sher

はそれを用いて∫σγ。。の特徴付けを与えた。

　4章では，proper肌一shapeの概念が導入され，∫び11聰の特徴付けが与えられ，Xが〃次元以下で違結のとき，X

が∫σγnならば∫σγ。。となることが示され，Sherによって得られた結果が拡張された。これは，Sherの結果にお
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ける〃次元PL多様対の閉集合であるという条件を，単に〃次元であるという条件に緩めたという点で，非常に

良い結果と言える。

　5章においては，prope川一shapeの別のアプローチが与えられ，4章のものとの比較がなされると共に，コンパ

クト化の什shapeとの関係が調べられ，Xが〃十1次元以下で連結のとき，Xが∫び1／nならばXのFreudentha1コ

ンパクト化FXはσγnとなることが示された。

　6章では，Mle㎎er多様対の閉集合の近傍の状況に関する結果が与えられている。

審査の結果の要旨

　この論文では，Hi1be．t　cube多様体とShape理論の結果をMenger多様体と〃一Shape理論へ翻訳することが主

な仕事となっているが，その際，ho肌otopyをη一ho皿otopyに翻訳しなければならない。上に述べたように，この

翻訳はそれ程単純ではない。この論文の基となる5編の論文は，すでにrefereeの審査を受け，Glasnik　Mat．，Bu1－

1etin　o圭Po1ish　Acad．Sci．，Col1oquiu㎜M1ath．，Tsukuba　J．Math、といった国際的によく知られ，評価されている雑誌

に掲載まさは掲載予定となっている。それぞれの結果は興味深いものであるが，特に4章の結果は，上に述べた

ように非常に良い結果である。この論文は，全体として良くまとめられ，優れた博士論文であると言える。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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